医療被ばく低減施設認定の取り組み
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【目的】
現代の医療環境は、情報公開とともに、医療の質と安全の確保が求められている。日本放射線技師会では、国民に信頼される放射線診療を提供するためには、（１）放射線診療の品質の維持・向上のための技術的支援、（２）診療目的に即して照射条件を最適化するなど適正な検査の実施や日ごろの放射線機器の品質管理が必要であるとの立場より、医療被ばく低減施設認定事業を行っているのでその概要について報告する。
【方法】
2000年10月に「医療被ばくガイドライン（低減目標値）」を会告し、医療被ばく線量低減に向けての活動を会員に提示した。その具体的実践を確認するため、「医療被ばく低減施設の認定」事業を、2005年7月より開始した。受審希望施設が作成する「自己評価調査票」の書面審査においてC評価(医療被ばく低減に必要な水準に達していない)の項目がなければ、本会の任命する複数のサーベイヤーにより当該施設への訪問審査を行った。訪問審査では、第一領域の評価項目である行為の正当化と、第二領域である防護の最適化に関する合計60項目について審査を行うが、具体的には、以下の3項目の判断を重視している。

1 本会が2000年に会告で示した「医療被ばくガイドライン（低減目標値）」との比較検討がなされ、医療被ばく低減の取り組みがなされているか。
2 自施設の標準的な組織・臓器線量など被ばく線量の把握や医療被ばく低減マニュアル等を整備し、放射線部スタッフへの周知が図られているか。
3 放射線機器の日常点検がなされ、研修会等の活動が行われ記録されているか。
【結果】
病院における放射線部門は、高質の画像情報や治療技術による診療支援を目的に、患者に安全・安心な医療を提供できるかという視点で医療被ばく低減施設の認定審査基準を定め、書面審査と訪問審査を行った。医療被ばく低減目標値の達成を促すために、放射線管理、機器管理を含めた「医療被ばく低減施設認定」事業を2005年7月より開始し、現在までに14施設の認定を行った。
【考察】
国民に安心して信頼される放射線診療を提供するためには、①必要な検査の適応に基づき検査法を決定するなど放射線診療の質の確保、②診療目的に即した検査方法の最適化や放射線機器の日常点検による安全の確保、③患者への放射線検査に関する適切な説明を行い不安の軽減を図り、安心できる放射線診療を提供することが必要である。今後の課題は、現在14施設に留まっている認定施設をさらに推進することと考えている。
